第２回大阪府水と緑の健康都市　オオタカ保全審議会の結果について
１．日　時：平成２６年３月１１日（火曜日）１３：３０～１６：００
２．場　所：大阪府箕面整備事務所
３．出席者：以下の２名の委員が出席
　　  橋　本　正　弘　会長　   (財) 日本野鳥の会 大阪支部長
高　柳　　敦　　委員　　　京都大学大学院　講師
４．議題
（１）オオタカモニタリング結果について

（２）オオタカ保全地森林整備について
　（３）平成２６年度事業推進とオオタカ保全について
　

５．検討結果

　オオタカモニタリング結果、オオタカ保全地の森林整備及び工事予定と保全方策等について説明し意見交換を行った。

議題１　オオタカモニタリング結果について
平成２５年定点調査の結果、箕面森町でのオオタカの繁殖は確認されなかった。なお、広域調査でオオタカの営巣、孵化を確認した。
委員からは、箕面森町でオオタカは繁殖していないが、その周辺でオオタカの営巣や飛翔が継続して確認されているため、箕面森町の街が落ち着けば繁殖も期待できるので、広域調査も含め、継続的にオオタカのモニタリング調査を実施、生息状況を把握することが大切、また併せて、他の猛禽類の生息状況も把握した方が良いとの意見があった。
議題２　オオタカ保全地森林整備について

平成１７年度に策定した整備方針に沿って平成１９年度から毎年森林整備を行っている。平成２５年度はオオタカの営巣中心域を含む区域の倒木処理、常緑低木の間伐および新たに後継樹対策（アカマツの幼樹の防鹿ネット施工）などを行ったことを報告した。

また、平成９年度から毎年６月に一般鳥類調査を実施してきたが、調査ルート、ポイントごとの出現種、個体数の経年変化は、平成２２、２３年度はやや減少傾向となっていたが、平成２５年度は回復傾向にあることを報告した。
　委員からは、森林整備の成果が出てきたのではないかとの評価を得た。

議題３　平成２６年度事業推進とオオタカ保全について

平成２６年度から予定する緑化整備工事、及び第３区域の事業内容について概要を説明した。併せて、工事中の保全対策、施工事業者等に対するオオタカ保全勉強会の開催実績を説明した。
委員からは、緑化整備の中で、実、果実のなる木を植えれば、オオタカの餌となる鳥の飛来、生息が期待できるとの意見をいただいた。また、第３区域の事業については、オオタカの営巣にも配慮しながら整備していくよう要望が出された。最後に、今後のオオタカ保全の在り方について、過年度の実績や他事例との比較なども参考にオオタカが戻ってくるような方策（ソフト面、ハード面を含む）等を検討していくことを確認した。
以上
